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とその微分∇¢のみに依存した部分 H5,I)と弾性紛 II.(,?)よりなるo ここで
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研究会報告
(i)gelは側壁から圧縮されている｡⇒ uniaxialystretchedgel.
(i)foldingによって生じる密度の変動によるGの増加が小さい｡⇒ 圧縮 ･膨張が容易におこ
る温度領域にある｡(foldedregionの下端郡は強く圧縮されてしまう｡)
パターンの波長L⊥そしてfoldingの深さdは､ゲルの厚みLllや温度から一意的に決まるは
ずである く実験はそのことを示している)O現在までの計算によるとL⊥は線型近似に基づく計算ス
キ-ムでも決まる｡しかLdは非線型の扱いではじめて決まると思われるOちなみに､上記パター
ン計算で考えた数字は､弾性体のわれめ･破壊の扱いで開発されてきたものとほぼおなじものであっ
た｡いずれの場合も面のsingularityが大きな弾性変形を生み出している｡この意味でゲルでのパ
ターンの動力学はわれめの動力学とも結びっいていると考える｡私の現在の計算はすべて解析的な
ものであり⊥部しか発表していないが､ごく最近になって､関本氏 (九大)やHwa-KardaT(MIT)
らによってシミュレーションがなされつつある.
図1 1986年11月に田中氏(MIT)よりもらったゲル表面の写真｡
図2 計算されたゲルパターンo表面が周期的にたたみこまれはり合わされるo
(概要はJ.Phys.Soc.Jpn･57(1988)703)
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